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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　被写体像を撮像して画像データを生成する撮像手段と、
　前記画像データに基づいて目標露出値を算出し、ユーザにより設定された第１の撮影パ
ラメータに基づいて前記目標露出値が得られるように露出制御を行う制御手段と、
　表示手段と、を備え、
　前記制御手段は、前記目標露出値を得るために第１の撮影パラメータが取り得る範囲で
ある第１の適正範囲を算出し、さらに、前記目標露出値と、前記ユーザにより設定された
第１の撮影パラメータとに基づいて第２の撮影パラメータを算出し、
　前記表示手段は、
　　前記ユーザにより設定された第１の撮影パラメータと、前記第１の適正範囲を示す情
報と、前記算出された第２の撮影パラメータとを含む露出ガイド情報を表示し、
　　前記第１の撮影パラメータがユーザにより変更された場合において、
　　　変更された第１の撮影パラメータが前記第１の適正範囲内であるときは、前記目標
露出値と、前記ユーザにより変更された第１の撮影パラメータとに基づいて算出された第
２の撮影パラメータを表示する一方、
　　　変更された第１の撮影パラメータが前記第１の適正範囲外であるときは、第２の撮
影パラメータの表示を変更しない、
撮像装置。
【請求項２】
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　前記制御手段は、前記目標露出値が得られない第１の撮影パラメータの範囲である第１
の不適正範囲を求め、
　前記露出ガイド情報はさらに前記第１の不適正範囲を示す情報を含み、前記第１の不適
正範囲を示す情報は前記第１の適正範囲を示す情報と区別して表示される、
請求項１記載の撮像装置。
【請求項３】
　前記制御手段は、前記第１の撮影パラメータが設定不可能な範囲を求め、
　前記露出ガイド情報は、前記第１の撮影パラメータが設定不可能な範囲を示す情報を含
み、前記第１の撮影パラメータが設定不可能な範囲を示す情報は、前記第１の適正範囲を
示す情報と区別して表示される、
請求項１記載の撮像装置。
【請求項４】
　前記制御手段は、前記第２の撮影パラメータが設定不可能な範囲を求め、
　前記露出ガイド情報は、前記第２の撮影パラメータが設定不可能な範囲を示す情報を含
む、請求項１記載の撮像装置。
【請求項５】
　前記制御手段は、手ぶれの可能性のある第１の撮影パラメータの範囲である手振れ範囲
を算出し、
　前記露出ガイド情報はさらに前記手ぶれ範囲を示す情報を含み、前記手ぶれ範囲を示す
情報は前記第１の適正範囲と区別して表示される、
請求項１記載の撮像装置。
【請求項６】
　前記制御手段は、前記被写体像を形成する光学系の焦点距離に基づいて、前記手ぶれ範
囲を算出する、請求項５に記載の撮像装置。
【請求項７】
　前記露出ガイド情報は、前記ユーザにより設定された第１の撮影パラメータとその前後
の値とが示された第１の数直線と、前記第２の撮影パラメータが示された第２の数直線と
を含む、請求項１記載の撮像装置。
【請求項８】
　前記露出ガイド情報において、前記目標露出値を与える第１の撮影パラメータと第２の
撮影パラメータの対が隣接して表示されるように、前記第１の数直線および前記第２の数
直線が並べて配置される、請求項７記載の撮像装置。
【請求項９】
　前記表示手段により表示される、前記露出ガイド情報における前記第１の撮影パラメー
タ及び第１の適正範囲の背景が不透明である、請求項１記載の撮像装置。
【請求項１０】
　前記第１の撮影パラメータとして、複数種類の露出に関する設定値の中から１つの種類
の設定値を選択的に設定でき、
　前記露出ガイド情報において、前記ユーザにより設定された第１の撮影パラメータと、
前記第１の適正範囲に含まれる複数の第１の撮影パラメータとが、一次元的に配置され、
　前記第１の撮影パラメータは、前記設定値の種類に関わらず一定方向において第１の撮
影パラメータの各値が与える露出が減少していくように、並べて配置される、
請求項１記載の撮像装置。
【請求項１１】
　前記第１の撮影パラメータは絞り値及びシャッタスピードのいずれか一方であり、前記
第２の撮影パラメータは絞り値及びシャッタスピードの他方である、請求項１記載の撮像
装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
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　本発明は、被写体を撮像して出力する撮像装置に関し、特にユーザが適切な露出設定を
行うためのガイドを表示可能な撮像装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、絞りおよびシャッタスピードのいずれか一方の露出条件をユーザがその好みに応
じて手動で設定することができ、他方の露出条件を、適正な露出設定を得られるように、
撮像装置がユーザにより設定された露出条件に基づき自動的に設定する撮像装置がある。
このような撮像装置においては、さらに露出状態を表示可能なものがあり（例えば、特許
文献１参照）、それによりユーザは設定された露出状態を確認することができる。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開平７－３３３７０６号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　上記の従来の撮像装置では、ユーザが絞りおよびシャッタスピードの一方を決定すると
、他方が撮像装置により自動的に設定されるが、そのときにユーザの露出設定値および被
写体の条件によっては、露出が適切な露出範囲の範囲外になってしまう場合もある。その
ような場合、ユーザは、どの程度設定を変更すれば、適正な露出設定が得られるかを知る
ことは困難であった。
【０００５】
　例えば、絞り優先モードにおいて、ユーザが絞り値をＦ２に設定したとする。このとき
被写体の輝度が大きすぎると、シャッタスピードをその従来の撮像装置で設定可能な最も
速い値にしたとしても露出オーバーとなってしまうことがある。そのようなとき、一般の
ユーザは絞りをどこまで絞れば適正な露出設定となるかを迅速に認識することはできず、
シャッタチャンスを逃してしまう可能性があった。
【０００６】
　本発明は上記課題に鑑みてなされたもので、ユーザが適正な露出設定を認識しやすい露
出ガイドを表示可能な撮像装置を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　本発明に係る撮像装置は、被写体像を撮像して画像データを生成する撮像手段と、画像
データに基づいて目標露出値を算出し、ユーザにより設定された第１の撮影パラメータの
値に基づいて目標露出値が得られるように露出制御を行う制御手段と、表示手段とを備え
る。制御手段は、目標露出値を得るために第１の撮影パラメータが取り得る範囲である第
１の適正範囲を算出し、さらに、目標露出値と、ユーザにより設定された第１の撮影パラ
メータの値とに基づいて第２の撮影パラメータの値を算出する。表示手段は、ユーザによ
り設定された第１の撮影パラメータの値と、第１の適正範囲を示す情報と、算出された第
２の撮影パラメータの値とを含む露出ガイド情報を表示する。
【発明の効果】
【０００８】
　本発明の撮像装置によれば、絞り値やシャッタスピードに代表される、露出を決定する
パラメータの設定状態を、適正露出が得られる組み合わせの範囲と共に示す露出ガイド情
報を表示する。これにより、適正露出を得られないパラメータをユーザが設定した場合で
あっても、露出ガイド情報により、ユーザは適正露出を得るための値を認識することが容
易となる。したがって、ユーザは、その情報を元に、適正な露出設定を素早く行うことが
できる。
【図面の簡単な説明】
【０００９】
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【図１】デジタルカメラの構成を示すブロック図
【図２】デジタルカメラにおける、露出制御から露出ガイド表示までの全体的な動作を示
すフローチャート
【図３】Ｅｖ補正量を説明するための図
【図４】Ｅｖ値、Ａｖ値およびＴｖ値の関係を示すダイアグラム
【図５】露出制御動作を示すフローチャート
【図６】デジタルカメラの撮影パラメータの設定可能範囲を説明した図
【図７】Ａモードにおいて目標Ｅｖ値を得るためのＡｖ値の設定可能範囲、およびユーザ
により設定されたＡｖ値に対応するＴｖ値を決定する処理を示すフローチャート
【図８】Ｓモードにおいて目標Ｅｖ値を得るためのＴｖ値の設定可能範囲、およびユーザ
により設定されたＴｖ値に対応するＡｖ値を決定する処理を示すフローチャート
【図９】露出ガイドの例を示す図
【図１０】Ａモード（Ｅｖ＝１３）における露出ガイドの表示例を示す図
【図１１】Ｓモード（Ｅｖ＝１３）における露出ガイドの表示例を示す図
【発明を実施するための形態】
【００１０】
　以下、添付の図面を参照して、本発明の実施形態を説明する。
【００１１】
Ｉ．実施の形態１
　以下に説明する実施の形態のデジタルカメラは、ユーザが絞り値やシャッタスピードを
決定する際の参考情報として、これらのパラメータの設定状況を、適正露出が得られる組
み合わせの範囲と共に表示部に表示する。これにより、ユーザはひと目で適正露出を得る
ためのパラメータの組み合わせを認識できる。また、現在の設定では適正露出が得られな
い場合であったとしても、ユーザはどのくらい設定を変更すれば適正露出が得られるかを
瞬時に認識することができる。以下、本実施形態のデジタルカメラの構成および動作を詳
細に説明する。
【００１２】
１．デジタルカメラの構成
　図１は、デジタルカメラの構成を示すブロック図である。デジタルカメラ１００は、光
学系１１０を介して形成された被写体像をＣＣＤイメージセンサ１２０で撮像する。ＣＣ
Ｄイメージセンサ１２０は、撮像した被写体像に基づく画像データを生成する。撮像によ
り生成された画像データは前処理部（ＡＦＥ：Ａｎａｌｏｇ　Ｆｒｏｎｔ　Ｅｎｄ）１２
１や画像処理部１３０において各種の画像処理が施される。画像処理された画像データは
フラッシュメモリ１６０やメモリカード１９２に記録される。フラッシュメモリ１６０や
メモリカード１９２に記録された画像データは、操作部１８０がユーザによる再生を指示
する操作を受け付けたときに、表示部（ＬＣＤ）等の表示部１７０に再生表示される。
【００１３】
　光学系１１０は、フォーカスレンズ１１１、ズームレンズ１１２、絞り１１３およびシ
ャッタ１１４を含む。光学系１１０は、光学式手ぶれ補正レンズＯＩＳ（Ｏｐｔｉｃａｌ
　Ｉｍａｇｅ　Ｓｔａｂｉｌｉｚｅｒ）を含んでいてもよい。なお、光学系１１０を構成
する各種レンズは何枚から構成されるものでも、何群から構成されるものでもよい。
【００１４】
　フォーカスレンズ１１１は、焦点距離の調節に用いられる。ズームレンズ１１２は拡大
縮小倍率の調節に用いられる。絞り１１３は、ＣＣＤイメージセンサに入射する光量の調
節に用いられる。絞り１１３の設定可能な絞り値の範囲はＦ４～Ｆ２２とする。シャッタ
１１４は、ＣＣＤイメージセンサ１２０に入射する光の露出時間を調節する。シャッタ１
１４の設定可能なシャッタスピードの範囲は、６０秒～１／４０００秒とする。フォーカ
スレンズ１１１、ズームレンズ１１２、絞り１１３およびシャッタ１１４は、それぞれに
対応したＤＣモータやステッピングモータ等の駆動手段（図示せず）により、コントロー
ラ１５０から送信された制御信号に応じて駆動される。
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【００１５】
　ＣＣＤイメージセンサ１２０は、光学系１１０を通して形成された被写体像を撮像して
画像データを生成する。ＣＣＤイメージセンサ１２０は、一定時間毎（例えば、１／３０
秒毎）に新しいフレームの画像データを生成する。また、ＣＣＤイメージセンサ１２０は
、電子シャッタ動作により露出光量を調節する。なお、ＣＣＤイメージセンサ１２０に代
えて、例えばＣＭＯＳイメージセンサやＮＭＯＳイメージセンサなど、他の撮像素子を用
いても良い。
【００１６】
　前処理部１２１は、ＣＣＤイメージセンサ１２０で生成された画像データに対して、相
関二重サンプリング、ゲイン調整等の所定の処理を実行する。ゲイン調整においては、Ｉ
ＳＯ感度に応じたゲインが設定される。また、前処理部１２１は、アナログ形式の画像デ
ータからデジタル形式の画像データへの変換を行う。その後、前処理部１２１は画像デー
タを画像処理部１３０に出力する。
【００１７】
　画像処理部１３０は、画像データに対して各種の画像処理を施す。各種の画像処理とし
ては、ガンマ補正、ホワイトバランス補正、ＹＣ変換処理、電子ズーム処理、圧縮処理、
伸張処理等が含まれるが、これらに限定されるものではない。また、これらの処理の一部
を欠いてもよい。画像処理部１３０は、ハードワイヤードな電子回路で構成してもよいし
、これらの処理を行うためのプログラムを実行するマイクロコンピュータ等で構成しても
よい。また画像処理部１３０はコントローラ１５０等と共に１つの集積回路で構成されて
もよい。
【００１８】
　操作部１８０は、デジタルカメラ１００の外装に備わっているボタンやレバー、ダイヤ
ル等を含み、ユーザによる操作を受け付ける。例えば、レリーズボタンやズームレバー、
モードダイヤル、コマンドダイヤル、十字ボタン、電源スイッチ等が操作部１８０にあた
る。また、レンズ鏡筒に設けられたフォーカスリングおよびズームリング、表示部１７０
に設けられたタッチパネルも操作部１８０に含まれる。操作部１８０はユーザによる操作
を受け付けると、操作に応じた動作指示信号をコントローラ１５０に送信する。
【００１９】
　表示部１７０は、デジタルカメラ１００の背面に備わる。表示部１７０は、画像処理部
１３０にて処理された画像データに基づく画像を表示する。表示部１７０が表示する画像
には、スルー画像や記録画像がある。表示部１７０は、ＣＣＤイメージセンサ１２０によ
り一定時間毎に生成される画像をスルー画像として略リアルタイムで表示できる。ユーザ
は、表示部１７０に表示されるスルー画像を参照することにより、被写体の構図を確認し
ながら撮影できる。記録画像は、メモリカード１９２やフラッシュメモリ１６０に記録さ
れた画像である。表示部１７０は、ユーザの操作に応じて、メモリカード１９２やフラッ
シュメモリ１６０に記録された画像データに基づく画像を表示する。また表示部１７０は
画像の他、各撮影パラメータによって決まる現在の露出状態を、設定可能な撮影パラメー
タの範囲と共に露出ガイドとして表示することができる。撮影パラメータには、絞り値お
よびシャッタスピードが含まれるが、ＩＳＯ感度や露出補正値等を含んでいてもよい。表
示部１７０は、露出ガイドをスルー画像の上に重畳して表示する。表示部１７０は露出ガ
イドの他、デジタルカメラ１００の各種設定条件等を表示可能である。
【００２０】
　コントローラ１５０は、デジタルカメラ１００全体の動作を統括制御する。コントロー
ラ１５０は、プログラム等の情報を格納するＲＯＭ（図示せず）や、プログラム等の情報
を処理するＣＰＵ（図示せず）等により構成される。ＲＯＭは、フォーカス制御や露出制
御に関するプログラムの他、デジタルカメラ１００全体の動作を統括制御するためのプロ
グラムを格納している。またＲＯＭは、ＣＣＤイメージセンサ１２０が起動した後、最初
に撮像を実行するときの絞り値やシャッタスピードに関する撮像初期データ、適正露出を
得るための目標輝度値に関するデータ、ＡＰＥＸ（Ａｄｄｉｔｉｖｅ　Ｓｙｓｔｅｍ　ｏ
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ｆ　Ｐｈｏｔｏｇｒａｐｈｉｃ　Ｅｘｐｏｓｕｒｅ　）システムにおける露出値（Ｅｖ）
と、絞り値（Ａｖ）と、シャッタスピード（Ｔｖ）との関係を示すダイアグラムの情報等
を格納している。なお、ＡＰＥＸシステムにおいては、被写界輝度（Ｂｖ）、ＩＳＯ感度
（Ｓｖ）も含め、次式が成り立つ。
　　　Ｅｖ＝Ａｖ＋Ｔｖ＝Ｂｖ＋Ｓｖ　　　　　　（１）
【００２１】
　コントローラ１５０は、表示部１７０にメニューを表示させるように制御可能である。
ユーザは表示部１７０に表示されたメニューを見ながら操作部１８０を操作することによ
り各種設定を行う。コントローラ１５０は、ユーザがメニューにより設定した内容を取得
する。
【００２２】
　例えば、コントローラ１５０は、ユーザが操作部１８０を操作することにより設定した
撮影モードを取得する。撮影モードには、Ｐモード（プログラムＡＥモード）、Ａモード
（絞り優先ＡＥモード）、Ｓモード（シャッタスピード優先ＡＥモード）、Ｍモード（マ
ニュアル露出モード）を含むが、他の撮影モードを含んでもよい。なお、本実施の形態で
は、ＡモードおよびＳモードにおいて露出ガイドを表示部に表示するものとし、主にこの
２つのモードでの動作について説明する。
【００２３】
　各モードにおいて、撮影パラメータは、ユーザ及び／またはコントローラ１５０により
設定される。ユーザが設定すべき撮影パラメータは、操作部１８０を介してユーザにより
設定され得る。その場合、ユーザ操作により設定されたパラメータを用いて、コントロー
ラ１５０は残りの撮影パラメータを算出する。コントローラ１５０は、撮影モードに応じ
て撮影パラメータを設定する。例えば、Ｐモードでは、スルー画像の輝度値に応じてコン
トローラ１５０が絞り値およびシャッタスピード等を算出する。Ａモードでは、ユーザが
設定した絞り値を用い、これとスルー画像の輝度値等に応じて、コントローラ１５０がシ
ャッタスピード等を算出する。Ｓモードでは、コントローラ１５０が、ユーザが設定した
シャッタスピード、およびスルー画像の輝度値等に応じて、絞り値等を算出する。Ｍモー
ドでは、すべての撮影パラメータをユーザが設定する。
【００２４】
　各モードにおいて、ＩＳＯ感度は、ユーザが操作部１８０を操作して設定するものとす
る。コントローラ１５０は設定されたＩＳＯ感度に応じて、前処理部１２１のゲイン制御
におけるゲインを設定する。なお本実施の形態では、ＩＳＯ感度はユーザが設定するもの
とするが、Ｐモード、ＡモードおよびＳモードにおいて、コントローラ１５０がＩＳＯ感
度を制御するようにすることもできる。
【００２５】
　コントローラ１５０は、設定された各撮影パラメータに基づいて露出ガイドの画像デー
タを生成し、表示部１７０に表示させる。
【００２６】
　コントローラ１５０は、ハードワイヤードな電子回路で構成してもよいし、マイクロコ
ンピュータなどで構成してもよい。また、画像処理部１３０などと共に１つの集積回路と
して構成してもよい。また、ＲＯＭはコントローラ１５０の内部構成である必要はなく、
コントローラ１５０の外部に備わったものでもよい。
【００２７】
　バッファメモリ１４０は、画像処理部１３０やコントローラ１５０のワークメモリとし
て機能する記憶手段である。バッファメモリ１４０はＤＲＡＭ（Ｄｙｎａｍｉｃ　Ｒａｎ
ｄｏｍ　Ａｃｃｅｓｓ　Ｍｅｍｏｒｙ）などで実現できる。
【００２８】
　フラッシュメモリ１６０は、画像データ等を記録するための内部メモリとして機能する
。コントローラ１５０は、画像処理部１３０で処理される画像データをフラッシュメモリ
１６０またはメモリカード１９２に記録する。
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【００２９】
　カードスロット１９１は、メモリカード１９２を装着するための接続手段である。カー
ドスロット１９１は、メモリカード１９２と電気的及び機械的に接続可能である。カード
スロット１９１は、メモリカード１９２を制御する機能を備えてもよい。
【００３０】
　メモリカード１９２は、内部にフラッシュメモリ等の記憶素子を備えた外部メモリであ
る。メモリカード１９２は、画像処理部１３０で処理される画像データなどのデータを記
録可能である。本実施の形態では、外部メモリの一例としてメモリカードを示すが、光デ
ィスク、ＨＤＤ等の記録媒体を外部メモリとして使用してもよい。また、デジタルカメラ
１００の外部と通信するための通信インタフェース（無線または有線）をコントローラ１
５０に接続し、画像データを外部に伝送するように構成してもよい。
【００３１】
　１－１．用語の対応
　ＣＣＤイメージセンサ１２０は撮像手段の一例である。コントローラ１５０は制御手段
の一例である。デジタルカメラ１００は撮像装置の一例である。表示部１７０は表示手段
の一例である。絞り値及びシャッタスピードは第１及び第２のパラメータの一例である。
不適正露出領域８１０は不適正範囲の一例である。手振れ領域８０９は手振れ範囲の一例
である。
【００３２】
２．デジタルカメラの動作
　以下、デジタルカメラ１００の動作について図面を用いて説明する。
【００３３】
　２－１．動作フロー
　最初に、デジタルカメラ１００における露出制御および露出ガイド表示についての動作
について説明する。以下では、ユーザが撮影モードとしてＡモードおよびＳモードのいず
れかを選択して撮影を行うときの動作について説明する。
【００３４】
　図２は、撮影モードがＡモードおよびＳモードのうちいずれかであるときの、露出制御
から露出ガイド表示までの全体的な動作を示すフローチャートである。まず、ユーザは撮
影に先立って、操作部１８０を操作して撮影モードを設定する。操作部１８０が撮影モー
ド専用のモードダイヤルまたはボタンを備えていれば、ユーザはモードダイヤルまたはボ
タンを操作する。専用のモードダイヤルまたはボタンがなければ、ユーザは操作部１８０
のメニューボタンを押してメニューを表示させ、メニュー上で撮影モードを設定する。コ
ントローラ１５０は、ユーザにより設定された撮影モードを示す情報を取得する（Ｓ１０
１）。
【００３５】
　次に、ユーザは撮影動作としてデジタルカメラ１００を被写体に向け、被写体の明るさ
に応じて操作部１８０を操作して絞り値やシャッタスピード等の撮影パラメータを設定す
る。具体的には、撮影モードがＡモード（絞り優先ＡＥモード）であれば、ユーザは絞り
値を設定し、Ｓモード（シャッタスピード優先ＡＥモード）であれば、ユーザはシャッタ
スピードを設定する。ユーザが特に操作をしなければ、絞り値やシャッタスピードは変更
されない。コントローラ１５０は、ユーザにより設定された、絞り値やシャッタスピード
等の撮影パラメータを示す情報を取得する（Ｓ１０２）。また、ユーザは必要に応じてズ
ームやフォーカスの調整を行う。このユーザ操作に応じて、コントローラ１５０は適宜光
学系１１０を制御する。
【００３６】
　コントローラ１５０は、各モードに応じて適切な露出制御を行う（Ｓ１０３）。具体的
には、Ａモード（絞り優先ＡＥモード）では、コントローラ１５０は、ユーザが設定した
絞り値と、スルー画像の輝度値等とに応じてシャッタスピード等を算出する。Ｓモード（
シャッタスピード優先ＡＥモード）では、コントローラ１５０は、ユーザが設定したシャ
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ッタスピードと、スルー画像の輝度値等とに応じて、絞り値等を算出する。この露出制御
の動作の詳細については後述する。
【００３７】
　続いて、現在の絞り値およびシャッタスピードに基づいて露出ガイドの表示を行う。露
出ガイドは撮影モードにより表示内容が異なる。そのため、コントローラ１５０は、現在
設定されている撮影モードを判断する（Ｓ１０４）。現在の撮影モードがＡモードであれ
ば、Ａモードに対する露出ガイドの表示を行う（Ｓ１０５）。撮影モードがＳモードであ
れば、Ｓモードに対する露出ガイドの表示を行う（Ｓ１０６）。露出ガイドとは、適正露
出を得るための、絞り値とシャッタスピードの設定値の範囲を示す表示である（図９参照
）。露出ガイドを参照することで、ユーザは一目で適正露出を得るためのパラメータの範
囲を認識でき、適正な露出設定を素早く行うことが可能となる。露出ガイドの詳細につい
ては後述する。
【００３８】
　次に、露出ガイドの表示を終了すべきか否かを判断する（Ｓ１０７）。終了すべきタイ
ミングとしては、１）ユーザがレリーズボタンを押して撮影を開始したタイミング、２）
ユーザが撮影モードをＡモードおよびＳモード以外に変更したタイミング、３）ユーザが
メニューボタンを押してガイド表示を開始してから一定時間が経過したタイミング、等が
含まれる。
【００３９】
　露出ガイドの表示を終了すべきと判断した場合（Ｓ１０７において“Ｙ”）、露出ガイ
ドの表示を終了（表示部１７０において非表示）し処理を終了する。一方、露出ガイドの
表示を継続すべきと判断した場合（Ｓ１０７において“Ｎ”）、コントローラ１５０は、
ユーザによって撮影モードが変更されたか否かを判断し（Ｓ１０８）、変更された場合（
Ｓ１０８において“Ｙ”）は、制御はＳ１０１へ戻る。一方、変更されていない場合（Ｓ
１０８において“Ｎ”）は、制御はＳ１０２に戻る。これらの動作は、ＣＣＤイメージセ
ンサ１２０が被写体を撮像して画像データを出力する期間である、１／３０秒毎に行われ
る。
【００４０】
　２－２．露出制御動作
　　２－２－１．露出制御動作全体のフロー
　デジタルカメラ１００の露出制御動作について、図３、図４および図５を用いて説明す
る。図３は、目標輝度値と現在の輝度値との差分ΔＹに対して決定されるＥｖ補正量を説
明するための図である。横軸にΔＹ、縦軸にＥｖ補正量をとっている。図４は、ＡＰＥＸ
システムにおけるＥｖ値、Ａｖ値およびＴｖ値の関係を示すダイアグラムである。横軸に
Ｔｖ値、縦軸にＡｖ値をとっている。同図ではＴｖ値と実際のシャッタスピード（秒）と
の対応、Ａｖ値と実際の絞り値（Ｆ値）との対応も示している。右上がりの各斜線は同じ
Ｅｖ値を示しており、そのＥｖ値を図の上部および右側に示している。なお、図中の太い
折れ線は、本デジタルカメラ１００に設定されたＰモードにおけるプログラムラインを示
している。
【００４１】
　図５は、露出制御動作を示すフローチャートである。コントローラ１５０は、画像デー
タが生成される１フレーム期間、すなわち１／３０秒毎に、このフローチャートに従って
、適正な露出が得られるように露出値を補正する。以下、図５に示すフローを具体的に説
明する。
【００４２】
　コントローラ１５０は、新しいフレームの画像データが生成される度に、画像データか
ら輝度情報を取得する（Ｓ２０１）。輝度情報の算出方法としては、画像中央部の所定範
囲における各画素の平均輝度を輝度情報とする方法（スポット測光）や、画像データ全体
を複数のブロックに分割し、各ブロックの平均輝度に基づいて、これらを加重平均して輝
度情報とする方法（マルチ測光）等がある。輝度情報の算出方法はユーザがメニューから
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設定することができる。または、いずれかの算出方法にあらかじめ決めておいてもよい。
【００４３】
　コントローラ１５０は、取得した現在の輝度情報の示す値（以下「輝度値」と呼ぶ）が
ＲＯＭに格納されている目標輝度値になるよう、Ｅｖ値を制御することにより露出制御を
行う。なお、目標輝度値はＲＯＭに格納された値を用いるとしたが、デジタルカメラ１０
０が露出補正機能を有する場合、目標輝度値はこの露出補正機能により修正され得る。
【００４４】
　コントローラ１５０はまず、現在のＥｖ値を取得する（Ｓ２０２）。現在のＥｖ値は、
現在のＡｖ値とＴｖ値により定まる。なお、電源を投入した直後、すなわちＣＣＤイメー
ジセンサ１２０が画像データ生成を開始する当初のＥｖ値は、ＲＯＭに格納されている絞
り値およびシャッタスピードに関する初期データに基づいて設定されるものとする。
【００４５】
　コントローラ１５０は、目標輝度値と現在の輝度値との差分ΔＹを求め（Ｓ２０３）、
図３に示す関係に基づいてΔＹからＥｖ補正量を求める（Ｓ２０４）。そして現在のＥｖ
値とＥｖ補正量とから補正後のＥｖ値（目標Ｅｖ値または目標露出値）を算出する（Ｓ２
０５）。
【００４６】
　コントローラ１５０は、図４のダイアグラムを参照して、補正後のＥｖ値（目標Ｅｖ値
）を得るためのＡｖ値およびＴｖ値、すなわち絞り値およびシャッタスピードを決定する
（Ｓ２０６）。ＡモードおよびＳモードの各々におけるＡｖ値およびＴｖ値の決定方法の
詳細については後述する。
【００４７】
　なお、Ｐモードにおいては、ダイアグラム上のプログラムラインに従って露出制御を行
う。具体的には、コントローラ１５０が決定した補正後のＥｖ値のラインとプログラムラ
インとの交点からＡｖ値およびＴｖ値を求める。例えば、現在のＥｖ値が１３であれば、
プログラム線図に従えばＡｖ値は７、Ｔｖ値は６である。そして、目標輝度値と現在の輝
度値との差分ΔＹに基づいて算出したＥｖ補正量が－２であれば、補正後のＥｖ値（目標
Ｅｖ値）は１１（＝１３－２）となる。よって、その補正後のＥｖ値を得るために、Ａｖ
値を６、Ｔｖ値を５に補正すればよいことがわかる。
【００４８】
　決定した補正後のＥｖ値に対してＡｖ値およびＴｖ値を決定する際には、Ｅｖ値から絞
り値とシャッタスピードの組み合わせを見つけるためのダイアグラムを参照し、デジタル
カメラ１００が取り得る撮影パラメータの範囲内で目標Ｅｖ値が得られるパラメータの組
み合わせの中からひとつを選択すればよい。デジタルカメラ１００が取り得る撮影パラメ
ータの範囲すなわち撮影パラメータの設定可能範囲としては、絞り値がＦ４～Ｆ２２、シ
ャッタスピードが６０秒～１／４０００秒の範囲であり、すなわち、Ａｖ値が４～９、Ｔ
ｖ値が－６～１２の範囲である。これらの設定可能範囲に関する情報はＲＯＭに格納され
ており、コントローラ１５０はこれらの情報を適宜ＲＯＭより読み出して使用する。
【００４９】
　図６は、ＩＳＯ感度がＩＳＯ１００の場合の、デジタルカメラ１００の撮影パラメータ
の設定可能範囲（以下「カメラ設定可能範囲」と呼ぶ）をダイアグラム上に網掛けで示し
た図である。同図より、デジタルカメラ１００において、ＩＳＯ感度がＩＳＯ１００の場
合、絞り値の設定可能範囲は、Ｆ４～Ｆ２２（Ａｖ値で４～９）であり、シャッタスピー
ドの設定可能範囲は１／４０００～６０秒（Ｔｖ値で１２～－６）である。このような設
定可能範囲は、デジタルカメラ１００を構成するハードウェア要素の光学的または機械的
な性能により定まる。
【００５０】
　コントローラ１５０は、以上のようにして決定したパラメータに従って、絞り１１３、
シャッタ１１４、ＣＣＤイメージセンサ１２０を駆動するための信号をそれぞれの駆動部
（図示せず）に送信する。以上のようにして決定した適正露出が得られる撮影パラメータ
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がカメラ設定可能範囲内にあれば、その撮影パラメータに従った動作を１フレーム期間毎
に行うことにより画像データの輝度値が目標輝度値となり、適正露出となるように露出設
定がなされる。
【００５１】
　以下、ＡモードおよびＳモードの各モードにおけるＡｖ値およびＴｖ値の決定方法につ
いて詳細に説明する。さらに、露出ガイド表示における各撮影パラメータの設定可能範囲
の決定方法についても説明する。
【００５２】
　　２－２－２．ＡモードにおけるＴｖ値等のパラメータの決定
　最初に、Ａモード（絞り優先ＡＥモード）におけるＡｖ値の設定可能範囲およびＴｖ値
の決定方法について説明する。
【００５３】
　図７は、Ａモードにおいて目標Ｅｖ値を得るためのＡｖ値の設定可能範囲、および設定
されたＡｖ値に対応するＴｖ値を決定する処理を示すフローチャートである。Ａモードに
おいては、Ａｖ値はユーザが設定した値に固定されるので、コントローラ１５０はＴｖ値
を決定する。また、コントローラ１５０は、ユーザの設定とは関係なく、目標Ｅｖ値を得
るために設定可能なＡｖ値の範囲についても決定する。以下では、具体例として目標Ｅｖ
値が１３であり、ユーザが設定した絞り値がＦ５．６（Ａｖ値が５）であるものとして説
明する。
【００５４】
　まずコントローラ１５０は、図６のダイアグラムから目標Ｅｖ値に対応するＡｖ値及び
Ｔｖ値それぞれの設定可能範囲を求める（Ｓ３０１）。Ａｖ値およびＴｖ値の設定可能範
囲は、図６において網掛け部分であるので、網掛けの領域内で目標Ｅｖ値が得られるＡｖ
値およびＴｖ値の取り得る範囲（上限値、下限値）を求めればよい。Ａｖ値の上限値をＡ
ｖｍａｘ、下限値をＡｖｍｉｎ、Ｔｖ値の上限値をＴｖｍａｘ、下限値をＴｖｍｉｎとす
ると、Ｅｖ値が１３のとき、図６から、Ａｖｍｉｎ＝４（このときＴｖｍａｘ＝９）、Ａ
ｖｍａｘ＝９（このときＴｖｍｉｎ＝４）であることがわかる。なお、Ａｖ値およびＴｖ
値の設定可能範囲を求めることは、Ａｖ値およびＴｖ値の設定不可能な範囲を求めること
に等しいことは言うまでもない。
【００５５】
　次に、現在ユーザによって設定されている絞り値に対応するＡｖ値が設定可能範囲内、
すなわち、Ａｖｍｉｎ以上かつＡｖｍａｘ以下の範囲内にあるかどうかを判断する（Ｓ３
０２）。この範囲内であれば（Ｓ３０２において“Ｙ”）、図６のダイアグラムから、目
標Ｅｖ値およびユーザにより設定されたＡｖ値の組み合わせに対応するＴｖ値を求め（Ｓ
３０３）、処理を終了する。
【００５６】
　一方、現在ユーザによって設定されている絞り値に対応するＡｖ値が設定可能範囲外で
あれば（Ｓ３０２において“Ｎ”）、ユーザが設定したＡｖ値を用いたときに、カメラ設
定可能範囲内で最も目標Ｅｖ値に近いＥｖ値が得られるＴｖ値を求め（Ｓ３０４）、処理
を終了する。
【００５７】
　本例の場合、Ａｖｍｉｎ＝４、Ａｖｍａｘ＝９であり、ユーザが設定した絞り値はＡｖ
値として５であり、これは範囲内であるので、コントローラ１５０はダイアグラムから、
Ｅｖ値が１３及びＡｖ値が５の組み合わせに対応するＴｖ値として８を取得する。
【００５８】
　以上の処理により、Ａモードにおいて、目標Ｅｖ値（＝１３）を得るための、Ａｖ値の
設定可能範囲（Ａｖｍａｘ＝９、Ａｖｍｉｎ＝４）、及び設定されたＡｖ値に対応するＴ
ｖ値（＝８）が求まる。
【００５９】
　２－２－３．ＳモードにおけるＡｖ値等のパラメータの決定
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　次に、Ｓモード（シャッタスピード優先ＡＥモード）におけるＴｖ値の設定可能範囲お
よびＡｖ値の決定方法について説明する。
【００６０】
　図８は、Ｓモードにおいて目標Ｅｖ値を得るためのＴｖ値の設定可能範囲、および設定
されたＴｖ値に対応するＡｖ値を決定する処理を示すフローチャートである。Ｓモードに
おいては、Ｔｖ値はユーザが設定した値に固定されるので、コントローラ１５０はＡｖ値
を決定する。また、コントローラ１５０は、ユーザの設定とは関係なく、目標Ｅｖ値を得
るために設定可能なＴｖ値の範囲についても決定する。以下では、具体例として目標Ｅｖ
値が１３であり、ユーザが設定したシャッタスピードが１／２０００秒（Ｔｖ値が１１）
であるものとして説明する。
【００６１】
　まずコントローラ１５０は、図６のダイアグラムから目標Ｅｖ値に対応するＡｖ値及び
Ｔｖ値それぞれの設定可能範囲（上限値、下限値）を求める（Ｓ４０１）。Ａｖ値の上限
値をＡｖｍａｘ、下限値をＡｖｍｉｎ、Ｔｖ値の上限値をＴｖｍａｘ、下限値をＴｖｍｉ
ｎとすると、Ｅｖ値が１３のとき、Ａｖｍｉｎ＝４（このときＴｖｍａｘ＝９）、Ａｖｍ
ａｘ＝９（このときＴｖｍｉｎ＝４）であることがわかる。
【００６２】
　次に、現在ユーザによって設定されているシャッタスピードに対応するＴｖ値が設定可
能範囲内に、すなわち、Ｔｖｍｉｎ以上かつＴｖｍａｘ以下の範囲内にあるかどうかを判
断する（Ｓ４０２）。この範囲内であれば（Ｓ４０２において“Ｙ”）、図６のダイアグ
ラムから、目標Ｅｖ値およびユーザにより設定されたＴｖ値の組み合わせに対応するＡｖ
値を求め（Ｓ４０３）、処理を終了する。
【００６３】
　一方、現在ユーザによって設定されているシャッタスピードに対応するＴｖ値が設定可
能範囲外であれば（Ｓ４０２において“Ｎ”）、ユーザが設定したＴｖ値を用いたときの
、カメラ設定可能範囲内で最も目標Ｅｖ値に近いＥｖ値が得られるＡｖ値を求め（Ｓ４０
４）、処理を終了する。例えば、本例では、Ｔｖ値の設定可能範囲は４から９であり、ユ
ーザが設定したシャッタスピードに対応するＴｖ値は１１であるため、ユーザが設定した
Ｔｖ値は設定可能範囲外である。よって、コントローラ１５０は、図６のダイアグラムか
ら、Ｔｖ値を１１として、Ｅｖ値が最も目標Ｅｖ値である１３に近くなる、カメラ設定可
能範囲内のＡｖ値である４を選択する。なお、このときのＥｖ値は１５となり、目標Ｅｖ
値である１３よりも大きくなる。これはすなわち、ユーザが設定したシャッタスピードで
は適正露出は得られず、得られるＥｖ値は目標Ｅｖ値よりも大きな値となるため、露出ア
ンダーとなることを意味する。なお、得られるＥｖ値が目標Ｅｖ値よりも小さいときは、
露出オーバーであることを意味する。
【００６４】
　以上の処理により、Ｓモードにおいて、目標Ｅｖ値（＝１３）を得るための、Ｔｖ値の
設定可能範囲（Ｔｖｍａｘ＝９、Ｔｖｍｉｎ＝４）、及び設定されたＴｖ値に対応するＡ
ｖ値（＝４）が求まる。
【００６５】
　２－３．露出ガイドの表示
　露出制御動作によって、目標Ｅｖ値を得るためのＡｖ値およびＴｖ値が決定されると、
コントローラ１５０は、これらの撮影パラメータによって決定される現在の露出状態を、
設定可能な撮影パラメータの範囲とともに示す画像を生成し、これを露出ガイドとして表
示部１７０に表示させる。以下、この露出ガイドについて説明する。
【００６６】
　図９は、露出ガイドの表示例を示した図である。図９は、一例としてＡモードにおける
露出ガイド８００を示している。コントローラ１５０は、露出ガイド８００の表示イメー
ジを生成し、画像データに重畳して表示部１７０上に表示させる。
【００６７】
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　露出ガイド８００は、上段にシャッタスピード表示領域８０１を、下段に、絞り値表示
領域８０３を含む。シャッタスピード表示領域８０１は水平方向に延びた数直線を含み、
その数直線の中央に現在設定されているシャッタスピードの値が配置され、その前後に、
設定可能な複数のシャッタスピードの値が配置される。絞り値表示領域８０３は水平方向
に延びた数直線を含み、その数直線の中央に現在設定されている絞り値（Ｆ値）が配置さ
れ、その前後に、設定可能な複数の絞り値（Ｆ値）が配置される。
【００６８】
　シャッタスピード表示領域８０１におけるシャッタスピードの値と、絞り値表示領域８
０３における絞り値とは、上下に隣接するように並べて配置されている。なお、上下に隣
接して配置されるシャッタスピードと絞り値の対は、目標露出値を実現するための組み合
わせである。
【００６９】
　このように、各々の表示領域８０１、８０３では、現在の設定値と、その前後の一定範
囲が表示される。図９に示す露出ガイド８００から、ユーザは、現在の設定として、シャ
ッタスピードが１／２５０秒であり、絞り値（Ｆ値）がＦ５．６であることを瞬時に認識
できる。
【００７０】
　以上のように、シャッタスピード表示領域８０１に示されるシャッタスピードと、絞り
値表示領域８０３に示される絞り値（Ｆ値）とは、それらが目標露出値が得られるシャッ
タスピードと絞り値の組み合わせとなるように、上下に対応付けて並べて配置されている
。こうすることにより、ユーザは、適正露出が得られるパラメータの範囲（適正露出領域
）と合わせて、適正露出を与える撮影パラメータの組み合わせを瞬時に認識できる。した
がって、例えば、背景のボケ具合をより大きくした絵作りをするために被写界深度をより
浅くしたい場合、すなわち、絞り値をより小さくしたい場合に、ユーザは、露出ガイド８
００を参照することで、適切な絞り値を容易かつ迅速に認識することができ、素早く対応
することができる。
【００７１】
　シャッタスピード表示領域８０１の左には、上段がシャッタスピードの表示であること
を示す”ＳＳ”のアイコン８０２が設けられ、同様に絞り値表示領域８０３の左には、下
段が絞り値の表示であることを示す”Ｆ”のアイコン８０４が設けられている。
【００７２】
　絞り値がユーザにより設定されるＡモードにおいて、絞り値表示領域８０３では、右に
行くほど、絞り値が大きくなる（絞りを絞っている）ように各絞り値が表示される。すな
わち、他の撮影パラメータを変化させないで絞り値のみを操作した場合に、右に行くほど
露出が減少するように絞り値を表示している。なお、Ａモードにおいて、シャッタスピー
ド表示領域８０１は、絞り値表示領域８０３の値と対応させた値を表示させる結果、右に
行くほどシャッタスピードが遅くなる（その値が大きくなる）ように、各シャッタスピー
ドの値が表示される。
【００７３】
　一方、シャッタスピードがユーザにより設定されるＳモードにおいて、絞り値及びシャ
ッタスピードの設定値は、Ａモードの場合と、変化の方向を左右逆にして表示される。す
なわち、Ｓモードにおいて、シャッタスピード表示領域８０１では、右に行くほどシャッ
タスピードが速くなる（その値が小さくなる）ように表示される。すなわち、他の撮影パ
ラメータを変化させないでシャッタスピードのみを操作した場合に、右に行くほど露出が
減少するようにシャッタスピードの値を表示している。なお、Ｓモードにおいて、絞り値
表示領域８０３では、シャッタスピード表示領域８０１の値と対応させた値を表示させる
結果、右に行くほど絞り値が小さくなる（絞りを開く）ように、各絞り値の値を表示して
いる。
【００７４】
　このようにＡモードとＳモードとで、表示される絞り値及びシャッタスピードの設定値
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の並びを逆にして表示するのは、ユーザの操作上の利便性を考慮したためである。以下、
これを説明する。ユーザは、Ａモードにおいては絞り値を選択し、Ｓモードにおいてはシ
ャッタスピードを選択する。いずれのモードにおいても、ユーザ操作により選択されるパ
ラメータの並びと、露出が減少（または増加）する方向とを合致させることで、数値選択
操作を行う際のユーザの操作感を統一することができる。例えば、ダイヤルの回転操作に
よって絞り値またはシャッタスピードの設定値を変更できる場合、絞り値及びシャッタス
ピードの設定値の並びを露出の変化方向と合致させることで、ダイヤルの操作方向（回転
方向）と、設定値の表示の変化方向（スクロールの方向）とが合致し、ユーザにとって感
覚的な操作が実行し易くなる。
【００７５】
　適正露出が得られている限りにおいて、シャッタスピード表示領域８０１および絞り値
表示領域８０３は、ユーザがいずれかの値を変更するのに伴い同じ方向へ同じ量だけ移動
（スクロール）することになる。
【００７６】
　露出ガイド８００の左下には、現在の撮影モードを示す撮影モードアイコン８０５が表
示される。図９では、Ａモードを示す“Ａ”が表示されている。露出ガイド８００の右下
には、現在のＩＳＯ感度を示すＩＳＯ感度アイコン８０６が表示される。シャッタスピー
ド表示領域８０１および絞り値表示領域８０３の中央部８０７には、現在設定されている
シャッタスピード（１／２５０秒を示す「２５０」）および絞り値（Ｆ５．６を示す「５
．６」）が表示される。
【００７７】
　また、シャッタスピード表示領域８０１および絞り値表示領域８０３において、カメラ
設定可能範囲外の領域（以下「設定不可能領域」という。）８０８については、カメラ設
定可能範囲の領域と区別できるように着色（図９ではドットの網掛け）されている。例え
ば、設定不可能領域８０８は赤色で表示される。設定不可能領域８０８とは、絞り値また
はシャッタスピードについて、設定値を設定できない領域である。換言すれば、設定不可
能領域８０８は、デジタルカメラ１００の絞り値またはシャッタスピードの設定可能範囲
の下限値に満たない領域またはその上限値を越えた領域である。
【００７８】
　図１０は、Ａモードにおける露出ガイドの別の表示例を示す図である。なお、図９では
、表示部１７０全体の表示イメージを示したが、図１０では、露出ガイドおよびその周辺
のＯＳＤ表示のみを示している。
【００７９】
　前述の露出制御動作の説明において例示したように、Ａモードにおいて目標Ｅｖ値が１
３、ユーザが設定した絞り値がＦ５．６（Ａｖ値が５）であるときには、シャッタスピー
ドは、コントローラ１５０によって１／２５０秒（Ｔｖ値が８）に決定される。このとき
、絞り値の設定可能範囲はＦ４～Ｆ２２（Ａｖｍａｘ＝９、Ａｖｍｉｎ＝４）である。す
なわち、絞り値の設定可能範囲はカメラ設定可能範囲全域である。図１０（ａ）はこのと
きの露出ガイド８００の表示状態を示す図である。中央部８０７には、ユーザが設定した
絞り値Ｆ５．６と、それに対応して決定されたシャッタスピード１／２５０秒とが上下に
並んで表示されている。
【００８０】
　ここで、ユーザが操作部１８０を操作して絞り値を大きくしていき、最終的にＦ１６（
Ａｖ値＝８）に変更したとする。するとコントローラ１５０はすでに説明した露出制御動
作にしたがって、ユーザの操作に合わせて順次シャッタスピードを求める。絞り値が変更
されるのに伴い、絞り値表示領域８０３の表示は左へスクロールし、それに連動してシャ
ッタスピード表示領域８０１の表示も左へスクロールする。そして最終的に、図１０（ｂ
）に示すように、中央部８０７には絞り値１６とシャッタスピード１／３０秒（Ｔｖ値は
５）が上下に並んで表示された状態となる。
【００８１】
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　シャッタスピードが遅くなると、撮影した画像に手振れの影響が出てぶれた画像となる
おそれがある。そこで、手振れの影響が出る可能性がある領域をユーザが容易に認識でき
るように、手振れの影響が出る可能性がある領域（以下「手振れ領域」という。）につい
て着色表示をしてもよい。すなわち、手振れ領域８０９は、設定不可能領域８０８と区別
できるように着色される。図１０（ｂ）では、手振れ領域８０９について斜線格子の網掛
けハッチングが施されている。なお、この例では以下のようにして手振れ領域８０９を求
めている。光学系１１０の焦点距離が３５ｍｍフィルム換算で３０ｍｍであるとする。コ
ントローラ１５０は、焦点距離の情報をズームレンズ１１２の位置情報から取得する。コ
ントローラ１５０は、シャッタスピードがこの焦点距離の逆数より遅い領域を手振れ領域
と判定し、その手振れ領域を他の領域と区別できるように表示している。また、デジタル
カメラ１００が光学式手ぶれ補正レンズ（ＯＩＳ）を備えている場合には、その補正性能
に基づいて手ぶれ領域を算出するようにしてもよい。
【００８２】
　図１１は、Ｓモードにおける露出ガイドの表示例を示す図である。図９では表示部１７
０全体の表示イメージを示したが、図１１では露出ガイドおよびその周辺のＯＳＤ表示の
みを示している。
【００８３】
　露出制御動作の説明において例示したように、Ｓモードにおいて目標Ｅｖ値が１３、ユ
ーザが設定したシャッタスピードが１／２０００秒（Ｔｖ値が１１）であるときには、絞
り値は４（Ａｖ値が４）となる。また、シャッタスピードの設定可能範囲は１／１５秒～
１／５００秒（Ｔｖｍａｘ＝９、Ｔｖｍｉｎ＝４）である。すなわち、適正露出が得られ
るシャッタスピードの設定可能範囲は、カメラ設定可能範囲のうちの一部である。図１１
（ａ）はこのときの露出ガイドの表示状態を示す図である。中央部８０７には、ユーザが
設定したシャッタスピード１／２０００秒と、それに対応して決定した絞り値Ｆ４が上下
に並んで表示されている。また、適正露出を得るためのシャッタスピードの設定可能範囲
外の領域（以下「不適正露出領域」という。）８１０について着色表示されている。この
ように、不適正露出領域８１０は、設定不可能領域８０８や手振れ領域８０９とは区別で
きるよう表示（着色等）される。図１１では不適正露出領域８１０について斜線の網掛け
としている。不適正露出領域８１０は、前述したように露出アンダーである領域である。
【００８４】
　ユーザは、露出ガイド８００の表示を見て現在のシャッタスピードが不適切であること
を認識することができる。さらにユーザは、露出ガイド８００におけるシャッタスピード
の不適正露出領域８１０に基づき、シャッタスピードに対する不適正な領域が１／５００
秒より速い領域であり、適正露出を得るためにはシャッタスピードを１／５００秒かそれ
より遅くすればよいことが一目でわかる。
【００８５】
　その後、ユーザは操作部１８０を操作してシャッタスピードを順次遅くしていくことが
できる。コントローラ１５０はすでに説明した露出制御動作にしたがって、ユーザの操作
に合わせて順次絞り値を求める。シャッタスピードの変更に伴い、シャッタスピード表示
領域８０１は左へスクロールする。しかしながら、シャッタスピードが不適正露出領域８
１０、すなわち１／５００秒より速い領域にある間は、絞り値として下限であるＦ４が選
択されるため、絞り値表示領域８０３はスクロールせず静止したままである。そして、シ
ャッタスピードが１／５００秒に設定されると、絞り値はＦ４のままであるが、適正露出
が得られる範囲に入ったことがわかる。図１１（ｂ）は、このように、シャッタスピード
がユーザにより１／５００秒に設定され、絞り値としてＦ４が自動設定されたときの露出
ガイドの表示状態を示す図である。
【００８６】
　ユーザがさらにシャッタスピードを遅くして１／２５０秒にすると、シャッタスピード
１／２５０秒は適正露出の範囲内であるので、絞り値も連動してＦ５．６となる。図１１
（ｃ）は、このときの露出ガイドの表示状態を示す図である。



(15) JP 5681957 B2 2015.3.11

10

20

30

40

50

【００８７】
　さらに、ユーザがシャッタスピードを遅くして１／３０秒にすると、シャッタスピード
１／３０秒は適正露出の範囲内であるので、絞り値も連動してＦ１６となる。図１１（ｄ
）は、このときの露出ガイドの表示状態を示す図である。この図では、シャッタスピード
が１／３０秒より遅い領域が手振れ領域８０９として表示され、また１／１５秒より遅い
領域が不適正露出領域８１０ｂとして表示される。ここでの不適正露出領域８１０ｂは、
露出オーバーの領域である。不適正露出領域８１０ｂを、図１１（ａ）の不適正露出領域
８１０（露出アンダー）と同じように着色表示してもよいし、区別するように着色表示し
てもよい。
【００８８】
３．まとめ
　以上のように、本実施形態のデジタルカメラ１００は、被写体像を撮像して画像データ
を生成するＣＣＤ１２０と、画像データに基づいて目標露出値を算出し、ユーザにより設
定された第１の撮影パラメータ（例えば、絞り値及びシャッタスピードの一方）の値に基
づいて目標Ｅｖ値が得られるように露出制御を行うコントローラ１５０と、表示部１７０
とを備える。コントローラ１５０は、目標Ｅｖ値を得るために第１の撮影パラメータが取
り得る範囲である第１の適正範囲を算出し、さらに、目標Ｅｖ値と、ユーザにより設定さ
れた第１の撮影パラメータの値とに基づいて第２の撮影パラメータ（例えば、絞り値及び
シャッタスピードの他方）の値を算出する。表示部１７０は、ユーザにより設定された第
１の撮影パラメータの値と、第１の適正範囲を示す情報と、算出された第２の撮影パラメ
ータの値とを含む露出ガイド８００を表示する。
【００８９】
　以上の構成により、絞り値やシャッタスピードに代表される、露出を決定する撮影パラ
メータの設定状態が、適正露出が得られるパラメータの範囲と共に表示部１７０に表示さ
れる。これにより、適正露出を得られないパラメータをユーザが設定した場合であっても
、ユーザは一目で適正露出を得るための値を把握でき、その情報を元に適正な露出設定を
素早く行うことができる。
【００９０】
II．他の実施形態
　実施の形態１のデジタルカメラ１００は、撮影パラメータによって決まる現在の露出状
態を、設定可能な撮影パラメータの範囲と共に露出ガイド８００として表示部１７０に表
示させるようにしたが、露出ガイド８００に他の情報を含めてもよい。例えば、絞り値に
応じた画像のボケ度合いを示す指標を表示するようにしてもよい。ボケ度合いを示す指標
は、デジタルカメラ１００の焦点距離、撮影距離（被写体までの距離）および絞り値に基
づいて算出できる。
【００９１】
　また、実施の形態１では、露出補正について特に言及していないが、デジタルカメラ１
００は露出補正機能を有していても良い。露出補正機能によれば、ユーザが操作部１８０
を操作して露出補正値を設定した場合、その設定値に応じて目標輝度値が補正される。具
体的には、露出補正値が正の値に設定された場合（すなわち、最終的に得られる画像デー
タがより明るくなるように設定された場合）、その設定値の絶対値に応じて目標輝度値を
高く補正する。逆に、露出補正値が負の値に設定された場合（すなわち、最終的に得られ
る画像データがより暗くなるように設定された場合）、その設定値の絶対値に応じて目標
輝度値を低く補正する。他の動作については実施の形態１と同様である。
【００９２】
　また、実施の形態１のデジタルカメラ１００はＩＳＯ感度をユーザの設定した値で固定
していたが、露出制御において、ＩＳＯ感度を制御するようにしてもよい。例えば、ＩＳ
Ｏ感度を１段階上げることにより、目標Ｅｖ値を１大きくすることができる。したがって
、例えば現在のＥｖ値が１３、目標Ｅｖ値が１２、ＩＳＯ感度が１００である場合は、Ａ
ｖ値およびＴｖ値を変更せずにＩＳＯ感度を１段階上げて２００とすれば、目標Ｅｖ値が



(16) JP 5681957 B2 2015.3.11

10

20

30

40

50

１３となって適正露出とすることができる。
【００９３】
　また、実施の形態１では、露出ガイド８００は、絞り値とシャッタスピードの２つのパ
ラメータを上下に配して表示したが、さらに別のパラメータを配置してもよい。例えば、
さらにＩＳＯ感度を、絞り値とシャッタスピードと関連づけて表示するようにしてもよい
。
【００９４】
　また、実施の形態１では、露出ガイド８００の表示において、操作対象のパラメータ単
体について右に行くほど露出が少なくなるように設定値（シャッタスピード、絞り値）を
配置したが、逆に右に行くほど露出が多くなるように設定値を配置してもよい。また、Ａ
モードとＳモードとで設定値の並び順を同じにしてもよい。
【００９５】
　また、実施の形態１では、露出ガイド８００の表示イメージを生成し、画像データに重
畳して表示部１７０にて表示させるものとしたが、画像データを表示するための表示部と
は別に露出ガイド用の表示部を設けてもよい。
【００９６】
　また、実施の形態１において、設定可能な絞り値の範囲をＦ４～Ｆ２２とし、設定可能
なシャッタスピードの範囲を６０秒～１／４０００秒としたが、これは一例であり、設定
可能な範囲はこれらに限らず、どのような範囲が設定可能であっても構わない。
【００９７】
　また、実施の形態１では、シャッタスピード表示領域８０１および絞り値表示領域８０
３において、対応する設定値（シャッタスピードおよび絞り値）が上下に隣接するように
並べて配置されており、各々の表示領域８０１、８０３は、その中央に現在の設定値が配
置され、その前後の一定範囲が表示されるものとした。しかし、表示領域８０１、８０３
における設定値の表示形態はこれに限定されない。現在のモード（ＡモードまたはＳモー
ド）においてユーザによって設定された撮影パラメータ（Ａモードであれば絞り値、Ｓモ
ードであればシャッタスピード）が、目標露出値が得られる値の範囲と共に表示されるの
であれば、任意の表示形態を採用できる。例えばＳモードであれば、適正露出が得られる
シャッタスピードの範囲と、現在ユーザが設定しているシャッタスピードとが表示されて
いれば、実施の形態１と同様の効果が得られる。しかしながら、コントローラ１５０によ
って自動的に設定される撮影パラメータも合わせて表示するようにすれば、さらにその設
定により得られる画像データがどのようになるかをユーザが予測しやすくなり、より望ま
しい。例えばコントローラ１５０によって算出された絞り値の値が合わせて表示されれば
、ユーザは得られる画像データのボケ具合を予測できるため、望ましい。
【００９８】
　また、実施の形態１のデジタルカメラ１００は、ＡモードまたはＳモードにおいてユー
ザによって設定された撮影パラメータ（Ａモードであれば絞り値、Ｓモードであればシャ
ッタスピード）を、目標露出値が得られる値の範囲と共に表示した。しかし、撮影モード
は、ＡモードまたはＳモードに限られず、任意の撮影モードにおいて、現在の設定値を目
標露出値が得られる値の範囲と共に表示するようにしてもよい。例えば、撮影モードがＭ
モードのときに、絞り値およびシャッタスピードのうち一方または両方について、現在の
設定値を目標露出値が得られる値の範囲と共に表示するようにしてもよい。
【００９９】
　実施の形態１では、レンズがカメラ本体内に組み込まれた一体型のデジタルカメラにつ
いて説明したが、カメラ本体に対してレンズを着脱することができる交換レンズ式のデジ
タルカメラであっても、実施の形態１の思想は同様に適用できる。なお、交換レンズ式の
デジタルカメラの場合、撮影パラメータの設定可能範囲に関する情報は交換レンズ（交換
レンズ内のＲＯＭ）から取得できる。
【０１００】
　また、露出ガイド８００において、ユーザが設定する撮影パラメータの背景の表示は不
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透明にしてもよい。これにより、撮影パラメータの値を背景の画像と区別し易くなり、撮
影パラメータの値の視認性を向上できる。また、ユーザが設定する撮影パラメータ以外の
撮影パラメータの背景の表示を半透明にしてもよい。これにより、現在ユーザが設定中の
撮影パラメータの値の視認性を向上できると共に、スルー画像の視認性も向上できる。
【産業上の利用可能性】
【０１０１】
　本発明は、適正露出を与える、絞り値やシャッタスピードのようなパラメータをユーザ
が容易に認識できるガイドを表示することが可能である。このため、ユーザは一目で適正
露出を得るためのパラメータの範囲を認識でき、適正な露出設定を素早く行うことができ
る。よって、本発明は、ユーザによる露出設定を行う機能を有するデジタルカメラやビデ
オカメラ等の撮像装置に有用である。
【符号の説明】
【０１０２】
　１１１　フォーカスレンズ
　１１２　ズームレンズ
　１１３　絞り
　１１４　シャッタ
　１２０　ＣＣＤイメージセンサ
　１２１　前処理部
　１３０　画像処理部
　１５０　コントローラ
　１６０　フラッシュメモリ
　１７０　表示部
　１８０　操作部
　８００　露出ガイド
　８０８　設定不可能領域
　８０９　手振れ領域
　８１０　不適正露出領域
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